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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成22年10月15日に提出した第122期第２四半期（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）四半期報告書の記載事項の一
部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。
 
２【訂正事項】
　　第一部　企業情報
　　　第２　事業の状況
　　　　４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
　　　　　　　　　　　　　　
３【訂正箇所】
　訂正箇所は　で示しております。
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第一部【企業情報】
第２【事業の状況】
４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　（1）業績の状況
不動産事業

 
 
（訂正前）

（前略）
　　また、空室率については企業集団として、一時的なテナントの入れ替えにより、1.8％台で推移しております。企業集団の固定資
産の含み益については、平成22年1月１日の固定資産課税台帳の固定資産税評価額を市場価額として税効果を考慮した後の評
価差額のうち、東宝の持分は約1,895億円となっております。

（後略）
 

 
（訂正後）

（前略）
また、空室率については企業集団として、一時的なテナントの入れ替えにより、1.8％台で推移しております。企業集団の固定
資産の含み益については、平成22年1月１日の固定資産課税台帳の固定資産税評価額を市場価額として税効果を考慮した後の
評価差額のうち、東宝の持分は約1,818億円となっております。

（後略）
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